
第1回政策評価部会における意見及び対応の考え方 資料１－１

議題
意見
No. 委員 意見等の趣旨 意見等に対する市の考え方

1 池邊委員
今後に向けて、戦略的に重点をおいて行ってきた取り組みを
明確にし、「見える化」すると更に良い。

基本計画は、「総合性」が根幹にあるため、現在の政策評価では
重点施策の可視化はできていない。施策の重点化・戦略性につ
いては、地方創生総合戦略との統合も含めた次期基本計画策定
の中で、検討していく。

2 轟委員
客観指標等の、目標達成状況については、目標設定値によっ
て達成率が左右される。目標設定の考え方も明確にするととも
に、次の段階では目標値について議論することが必要である。

目標設定の考え方については、所管部署と調整し、「政策評価運
用指針」に記載するなど、明確にしている。
今回の政策評価結果やその後の取組みの進捗状況等を踏まえ
て、目標値及び指標について、必要に応じて見直していく。

3 岩崎委員

政策評価シートは、企画担当部署の職員が所管部署に足を運
び、意見を聴取する等、色々な形で情報を収集した結果の集
大成であるということが分かるようにしたほうが良い。こうした、
政策評価のプロセスが最も大事なところである。

所管部署とのやり取り等の政策評価シート作成のプロセスについ
て、可視化していく。

4 岩崎委員
今回のアンケート結果で、生活満足度が６９％に達しているの
は高い。他の市の同様の調査を比較できないか。

他市の生活満足度に関する質問については、様々な聞き方をし
ているので、どこまで厳密に比較できるのかを含め調査したい。

5 岩崎委員 生活満足度に寄与している要因があれば教えてほしい。
生活満足度とその他の設問との関係を調査する。
また、アンケート結果のローデータを公表しているので、統計的な
分析についても検討していく。

6 岩崎委員
定住意向については、住まいの状況が影響していると考えら
れる。賃貸住居に住んでいる方の定住意向について、どのよう
な回答結果になっているのか教えてほしい。

定住意向については、年代や住まいの状況等の属性との関係を
調査する［資料１－２］。

7 岩崎委員

政策評価シートの「２　分析考察」の一行目について、文章が
分かりにくい。正しくは、「１（２）の市民アンケートにおける特徴
的な項目を抽出し、市民の実感に影響を与えた項目について
分析・考察を行い、課題を導出する。」ではないか。

8 岩崎委員

政策評価シートの構成について、「１　評価結果」に出てきた客
観指標が、「２　分析考察」に再度でてくると、前のページに戻
ることになり、思考が中断し混乱する。スムーズに理解してい
ただくためには、流れを工夫する必要がある。

9 轟委員

現状、「１　評価結果」の「（３）評価のまとめ」の後に分析・考察
があるので、話が行きつ来りつしている。まとめが一番後ろに
来るとよい。また、分析・考察の部分はエビデンスの紹介であ
り、表現の仕方などを工夫したほうが良い。

政策評価シートの構成や文章表現について、タイトルの整理等を
含め、誤解のないよう、修正する［資料１－３］。
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議題
意見
No. 委員 意見等の趣旨 意見等に対する市の考え方

10 池邊委員
「水辺のきれいさ」については、回答者が川や川辺のどこをみ
て、否定的に回答しているのか。ごみの影響も考えられるが、
親水施設が少ないことが要因ではないか。

ご意見を踏まえ、政策評価シートを修正する［資料１－４］。

11 池邊委員
多自然川づくりについては、雑草の増加等に加え、ごみ投棄
の問題もあり、複層的に印象が悪くなっていると考えられる。
市民に理解を深め参加して頂く必要がある。

12 池邊委員

「１-２緑と花のあふれる都市空間を創る」については、街路樹
や公園の緑について台風時の倒木や維持管理費用等、否定
的評価もある中で、千葉市では肯定的に評価されていることは
非常によい。今後は、公園の多様性が求められる。

13 池邊委員
屋上壁面緑化に対する助成について、屋上緑化のランニング
コスト等に課題がある。

14 池邊委員
もっと、緑が多く花も多い千葉市という点をアピールする必要
がある。

15 轟委員
千葉市は海が非常に重要な資産だが、十分に人が訪れておら
ず、もっとPRが必要である。また、親水という観点から水に入
るアクティビティがあるとよい。

16 轟委員
屋上壁面緑化について、東京と違って、千葉市は十分な緑が
ある中で屋上緑化は必要なのか。今後の見直しの中で、検討
する必要がある。
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ご意見については、所管部署等とも共有し、改善につなげていく。
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